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日
頃
か
ら
登
戸
学
寮
への
ご
支
援

に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お

陰
さ
ま
で
、
学
寮
も
若
き
寮
長
を

一
年
前
に
迎
え
、
お
守
り
の
う
ち

に
無
事
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
度
、
新
た
に
、
「登
戸

学
寮
ニ
ュ
ー
ス
」
を
発
行
す
る
こ
と

に
致
し
ま
し
た
。
従
来
、
卒
寮
生

向
け
の
「
寮
友
会
ニ
ュ
ー
ス
」
と
、
主

と
し
て
在
寮
生
の
保
護
者
向
け
の

「登
戸
学
寮
通
信
」が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
を
統
一
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
効
率
的
な
情
報
の
発

信
が
出
来
る
と
の
考
え
か
ら
で
あ

り
ま
す
。
当
面
、
年
に
二
、
三
回
程

度
の
発
行
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
是
非
ご
愛
読
頂
き
引
き
続
き
、

登
戸
学
寮
へ
の
更
な
る
ご
理
解
を

頂
き
ま
す
よ
う
に
と
念
願
い
た
し

て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
ご
愛
読
頂
き
ま
す
皆
様

方
の
ご
意
見
、
ご
批
判
、
ご
提
案
な

ど
の
ご
投
稿
を
歓
迎
致
し
ま
す
。

出
来
ま
す
れ
ば
、
皆
様
の
ご
投
稿 

 

の
ペ
ー
ジ
を
作
り
ま
し
て
、
学
寮
を

中
心
と
し
た
、
交
流
の
場
と
し
て
の

役
割
に
発
展
す
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
大
い
に
有
難
く
存
じ
ま
す
。 

 

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
昨

今
、
大
学
就
学
人
口
は
減
少
の
一

途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
が
、
学

生
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
就
職
、

生
活
費
な
ど
の
面
で
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
ま
す
。
創
立
者
、
黒
崎

幸
吉
が
「学
寮
創
立
趣
意
書
」の
中

で
憂
い
て
い
ま
し
た
よ
う
に
、
大
学

が
益
々
就
職
の
た
め
の
機
関
と
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
に
当
た

り
、
次
代
を
背
負
う
若
者
を
世
に

送
る
と
い
う
登
戸
学
寮
の
持
つ
本

来
の
使
命
は
重
要
さ
を
増
し
て
お

り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。 

 

寮
の
行
事
紹
介 

 

◆
黒
崎
幸
吉
記
念
キ
リ
ス
ト
教

講
演
会 

 

六
月
五
日
（
日
）、
今
井
館
聖
書

講
堂
に
お
い
て
、
毎
年
恒
例
の
黒

崎
幸
吉
記
念
キ
リ
ス
ト
教
講
演
会

を
登
戸
学
寮
主
催
で
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
会
場
の
設
営
、
受 

      

付
、
最
寄
駅
か
ら
の
道
案
内
、
会

場
の
誘
導
、
片
付
け
な
ど
の
全
て

の
業
務
を
、
寮
生
が
主
体
と
な
っ

て
担
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

本
年
度
の
講
演
会
の
前
半
は
、

学
寮
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
る

御
寄
付
の
使
途
の
ひ
と
つ
と
し
て
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昨
年
度
に
正
式
に
整
備
さ
れ
た

「
寮
生
活
動
支
援
」
を
受
け
た
寮

生
に
よ
る
報
告
の
場
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
日
、「
南
半

球
で
過
ご
し
た
二
週
間
」
と
題
し

て
登
壇
し
た
の
は
、
昨
年
度
に
助

成
を
受
け
た
寮
生
の
一
人
で
あ
る

新
川
真
帆
さ
ん
で
す
。
彼
女
が
参

加
し
た
の
は
、
二
〇
一
五
年
度
よ

り
東
京
大
学
が
新
た
に
開
講
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
で
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
に

あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学

（A
N

U

＝A
u
stralian

 
N

atio
n
al 

U
n
iv

ersity

）
に
二
週
間
滞
在
し
、

現
地
の
大
学
の
学
生
と
勉
強
や
生

活
を
共
に
し
て
、
日
本
と
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
分
野
横
断
的
に
学
ぶ

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
し
た
。

講
演
で
は
、
提
供
さ
れ
た
コ
ー
ス

に
た
だ
単
に
参
加
し
た
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
自
ら
が
主
体
的
に
設

定
し
た
①
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
知

る
、
②
現
地
学
生
と
交
流
す
る
、

③
英
語
力
を
伸
ば
す
と
い
う
目
的

に
つ
い
て
触
れ
つ
つ
、
参
加
し
た

コ
ー
ス
の
概
要
、
授
業
の
内
容
、

自
由
時
間
で
訪
れ
た
先
で
の
経
験

に
つ
い
て
語
り
、
①
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
が
先
住
民
の
文
化
、
先
住
民

と
白
人
の
間
の
歴
史
、
日
本
と
は

異
な
る
固
有
の
自
然
を
持
つ
こ
と
、

②
現
地
で
は
日
本
人
同
士
で
固
ま

っ
て
し
ま
わ
ず
に
、
自
分
の
方
か

ら
他
者
に
話
し
か
け
、
や
り
た
い

こ
と
を
積
極
的
に
行
動
に
移
す
こ

と
の
重
要
さ
、
そ
し
て
③
講
義
や

毎
日
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
、
日

常
で
の
会
話
を
通
じ
て
、
本
当
の

意
味
で
の
英
語
習
得
を
果
た
せ
た

と
統
括
さ
れ
ま
し
た
。 

 

も
う
一
つ
の
講
演
は
、
学
寮
Ｏ

Ｂ
で
俳
人
と
し
て
著
名
な
岸
本
尚

毅
氏
が
、「
私
が
今
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
」と
題
し
て
、前
半
で
は
、

お
勤
め
先
の
日
本
卸
電
力
取
引
所

が
行
っ
て
い
る
業
務
の
内
容
に
つ

い
て
、
今
や
我
々
の
生
活
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
電
気
が
ど
の
よ

う
な
取
引
を
経
て
各
家
庭
に
送
ら

れ
つ
つ
あ
る
の
か
、
そ
し
て
後
半

で
は
、
俳
人
と
し
て
の
お
顔
を
発

揮
さ
れ
て
、
俳
句
に
お
け
る
季
語

と
、
そ
こ
か
ら
今
日
の
私
達
が
感

じ
る
季
節
感
と
の
微
妙
な
関
係
に

つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

二
つ
の
お
話
に
共
通
し
て
い
た

の
は
、
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
か
否

か
を
超
え
て
、
我
々
が
よ
り
根
源

的
に
、
人
間
と
し
て
何
に
価
値
を

見
出
し
、
こ
の
地
上
で
の
生
を
い

か
に
全
う
す
る
の
か
に
通
ず
る
も

の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

◆
い
か
だ
レ
ー
ス 

 

七
月
一
七
日
（
日
）、
狛
江
古
代

カ
ッ
プ
第
二
六
回
多
摩
川
い
か
だ

レ
ー
ス
記
念
大
会
に
、
寮
生
有
志

が
参
加
し
ま
し
た
。
五
年
連
続
五

回
目
の
出
場
と
な
る
今
回
は
、
い

か
だ
を
一
台
新
作
し
て
、
二
チ
ー

ム
で
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

 

前
日
ま
で
雨
や
曇
り
が
続
い
て

い
た
中
、
当
日
は
曇
り
。
昨
年
に

比
べ
る
と
、川
の
水
量
が
少
な
く
、

流
れ
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
分
、
自
分
た
ち
で
オ

ー
ル
を
漕
が
な
い
と
な
か
な
か
前

に
進
ま
な
い
様
子
で
し
た
。
疲
労

困
憊
に
な
り
つ
つ
も
、
二
チ
ー
ム

と
も
無
事
に
ゴ
ー
ル
。
笑
顔
で
カ

メ
ラ
に
向
か
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

（
寮
長 

山
吉
智
久
） 
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旧
約
聖
書
の
冒
頭
を
飾
る
『創
世

記
』、
そ
の
中
で
も
天
地
創
造
に
始

ま
る
最
初
の
一
―
一
一
章
は
、
学

問
的
に
「原
初
史
」と
呼
び
慣
わ
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
古
代
イ

ス
ラ
エ
ル
の
人
々
が
、
神
を
、
世
界

を
、
自
然
を
、
人
類
を
、
そ
し
て
自

己
を
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
捉

え
、
そ
れ
ら
と
向
き
合
っ
て
い
た
の

か
が
、
物
語
と
い
う
形
で
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
こ
の
「
原
初
史
」
の
締

め
括
り
に
当
た
る
『創
世
記
』一
一

章
1-

9
節
に
収
録
さ
れ
て
い
る

「
バ
ベ
ル
の
塔
」の
物
語
を
ご
紹
介
し

ま
す
。 

 

♦
  

♦
  

♦
 

 1
世
界
中
は
同
じ
言
葉
を
使
っ
て
、

同
じ
よ
う
に
話
し
て
い
た
。
2
東

の
方
か
ら
移
動
し
て
き
た
人
々
は
、

シ
ン
ア
ル
の
地
に
平
野
を
見
つ
け
、

そ
こ
に
住
み
着
い
た
。
3
彼
ら
は

話
し
合
っ
た
、
「
れ
ん
が
を
作
り
、

そ
れ
を
よ
く
焼
こ
う
」と
。
石
の
代

わ
り
に
れ
ん
が
を
、
し
っ
く
い
の
代

わ
り
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
用
い
た
。

4
彼
ら
は
言
っ
た
、
「
さ
あ
、
天
ま

で
届
く
塔
の
あ
る
町
を
建
て
、
有

名
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
全
地
に
散

ら
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

よ
う
」と
。
5
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
降
っ
て
来

て
、
人
の
子
ら
が
建
て
た
、
塔
の
あ

る
こ
の
町
を
見
て
、
6

言
っ
た
。

「
彼
ら
は
一
つ
の
民
で
、
皆
一
つ
の

言
葉
を
話
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
し
始
め
た
の
だ
。
こ
れ

で
は
、
彼
ら
が
何
を
企
て
て
も
、
妨

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
7
我
々

は
降
っ
て
行
っ
て
、
直
ち
に
彼
ら
の

言
葉
を
混
乱
さ
せ
、
互
い
の
言
葉

が
聞
き
分
け
ら
れ
ぬ
よ
う
に
し
て

し
ま
お
う
」
。
8
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
彼
ら

を
そ
こ
か
ら
全
地
に
散
ら
し
た
の

で
、
彼
ら
は
こ
の
町
の
建
設
を
や
め

た
。
9
こ
う
い
う
わ
け
で
、
こ
の
町

の
名
は
バ
ベ
ル
と
呼
ば
れ
た
。
ヤ
ハ

ウ
ェ
が
そ
こ
で
全
地
の
言
葉
を
混

乱
（バ
ラ
ル
）さ
せ
、
ま
た
、
ヤ
ハ
ウ
ェ

が
そ
こ
か
ら
彼
ら
を
全
地
に
散
ら

し
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

♦
 
 ♦

  
♦
 

 

 

こ
の
物
語
は
、
一
見
す
る
に
、
今

日
、
世
界
中
に
多
様
な
言
語
が
存

在
し
て
い
る
の
は
、
バ
ベ
ル
の
塔
を

建
設
す
る
と
い
う
か
つ
て
の
人
類
の

高
ぶ
り
に
対
し
、
神
が
審
判
を
下

し
た
結
果
で
あ
る
と
の
説
明
の
よ

う
に
読
め
ま
す
。 

 

し
か
し
こ
の
物
語
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
、
そ
れ
だ
け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。

こ
の
町
の
名
バ
ベ
ル
は
、
古
代
メ
ソ

ポ
タ
ミ
ア
に
お
い
て
絶
大
な
権
力

を
振
る
っ
た
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
主
都
バ
ビ

ロ
ン
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
形
で
あ
り
ま

す
。
ア
ッ
カ
ド
語
で
は
バ
ブ
・
イ
リ

と
い
い
、
「神
々
の
門
」を
意
味
し
ま

し
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
実
際
に
、

巨
大
な
塔
が
そ
び
え
て
い
た
の
で

す
。
こ
の
塔
は
、
ジ
ッ
ク
ラ
ト
と
呼

ば
れ
る
階
段
状
の
建
造
物
で
あ
り
、

高
さ
五
〇
ｍ
を
超
え
る
巨
大
な
代

物
で
し
た
。
バ
ビ
ロ
ン
は
当
時
ま
さ

に
、
神
々
の
世
界
と
地
上
を
つ
な

ぐ
世
界
の
中
心
と
理
解
さ
れ
て
い

た
の
で
す
。 

古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
は
、
こ

の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
ジ
ッ
ク
ラ
ト
を
知
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
彼
ら
の

王
国
が
滅
ぼ
さ
れ
た
後
、
国
の
主

だ
っ
た
人
々
が
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
地
に

捕
囚
と
し
て
連
行
さ
れ
て
い
っ
た
か

ら
で
す
。
彼
ら
は
こ
の
強
大
国
に

対
す
る
強
烈
な
批
判
を
こ
の
物
語

の
中
に
籠
め
た
の
で
す
。
絶
大
な

権
力
と
文
明
を
誇
る
バ
ベ
ル
は
世

界
の
中
心
と
し
て
人
々
を
統
治
す

る
か
に
見
え
て
、
実
は
「混
乱
」
（バ

ラ
ル
）の
源
に
他
な
ら
な
い
、
と
。 

人
は
な
ぜ
巨
大
な
建
造
物
を
建

て
よ
う
と
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
機
能
性
に
も
ま
し
て
、
空
高

く
そ
び
え
る
そ
の
さ
ま
が
人
々
の

畏
敬
の
念
を
呼
び
起
こ
し
、
権
力
の

象
徴
と
容
易
に
結
び
付
く
か
ら
で

す
。
人
間
は
、
い
つ
に
な
っ
て
も
、

「バ
ベ
ル
の
塔
」の
建
設
を
諦
め
よ
う

と
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

（山
吉
智
久
） 

  

 

 

ウ
ル
の
ジ
ッ
ク
ラ
ト
（
復
元
図
） 

煉
瓦
を
積
み
上
げ
て
作
ら
れ
た
、
横

幅
約
六
〇
ｍ
、
奥
行
き
約
四
五
ｍ
、

高
さ
約
七
〇
ｍ
も
あ
る
巨
大
な
建

造
物
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

 
 

聖
書
の
こ
と
ば 

 

『創
世
記
』一
一
章
1-

9
節 



（4） 

 

 

 

１
．
理
事
会
、
評
議
員
会
の
開

催 

公
益
財
団
法
人
登
戸
学
寮
の
定

例
理
事
会
は
二
〇
一
六
年
三
月
一

九
日
（
土
）
と
五
月
二
一
日
（
土
）
に
、

定
時
評
議
員
会
は
六
月
一
八
日
（土
）

に
登
戸
学
寮
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
に
そ
の
議
事
内
容
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。 

 ２
．
二
〇
一
六
年
度
事
業
計
画
、

予
算 

三
月
の
理
事
会
（
及
び
そ
の
後
の

み
な
し
評
議
員
会
）で
、
別
表
（収
支

計
算
書
）
の
通
り
新
年
度
予
算
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
収
入
面
で
は
、
入

寮
者
を
一
三
名
、
在
寮
生
を
年
平

均
三
二
名
と
想
定
し
、
収
入
総
額
は
、

対
前
年
比
一
八
七
万
円
減
の
三
〇

七
六
万
円
、
支
出
面
で
は
、
可
能
な

限
り
の
節
減
努
力
を
行
う
こ
と
と

し
、
二
四
四
一
万
円
（
前
年
対
比
三

二
七
万
円
減
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

支
出
に
お
き
ま
し
て
は
、
前
年
か
ら

の
懸
案
で
あ
っ
た
本
館
浴
室
の
工
事

費
、
隣
地
境
界
樹
木
の
伐
採
費
、
さ

ら
に
は
、
大
規
模
修
繕
へ
の
備
え
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
新
年

度
は
、
在
寮
生
が
三
〇
名
と
予
算

を
二
名
下
回
っ
て
お
り
、
男
子
、
女

子
と
も
に
、
空
き
室
が
あ
り
ま
す

（
計
八
室
）
の
で
、
新
入
寮
生
の
ご
紹

介
等
に
つ
き
、
皆
様
の
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 ３
．
二
〇
一
五
年
度
決
算 

五
月
の
理
事
会
及
び
六
月
の
定

時
評
議
員
会
で
、
別
表
（
収
支
計
算

書
、
貸
借
対
照
表
）
の
通
り
昨
年
度

決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
活

動
収
入
は
、
約
三
三
〇
〇
万
円
で
、

寄
付
金
の
増
加
等
に
よ
り
予
算
対

比
で
四
五
万
円
増
、
事
業
活
動
支

出
は
、
約
二
二
七
〇
万
円
で
、
什
器

備
品
の
充
実
、
耐
震
診
断
へ
の
対
応

を
図
る
一
方
、
修
繕
費
、
光
熱
費
、

広
報
費
等
に
お
け
る
大
幅
な
経
費

節
減
効
果
で
予
算
対
比
約
五
〇
〇

万
円
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

次
期
繰
越
収
支
差
額
は
約
七
五
五

万
円
と
な
り
、
財
務
状
況
は
大
幅
に

改
善
い
た
し
ま
し
た
。 

   
４
．
特
記
事
項 

（１
）寄
附
金 

 

二
〇
一
五
年
度
の
寄
附
金
は
お

陰
様
で
総
寄
付
者
数
二
八
五
名
、

寄
付
金
総
額
（
一
般
）
は
二
七
二
万

円
と
な
り
ま
し
た
（寄
付
者
氏
名
等

詳
細
は
誌
面
の
都
合
で
次
号
報
告

予
定
）
。
皆
様
方
の
ご
支
援
の
賜
物

と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
二

〇
一
六
年
は
税
額
控
除
の
申
請
更

新
年
で
す
が
、
今
年
度
も
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
、
寮
生
の
活
動
支
援
、
生

活
環
境
の
維
持
・向
上
が
図
ら
れ
る

よ
う
支
援
者
の
皆
様
の
ご
寄
付
等
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

（２
）耐
震
化
対
応 

男
子
寮
の
耐
震
化
対
応
は
長
年

の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
に

入
っ
て
耐
震
診
断
（
予
備
診
断
、
本

診
断
）
を
行
い
総
合
所
見
の
結
果
、

１
階
の
階
段
付
近
の
耐
震
補
強
（
現

時
点
で
の
推
定
工
事
規
模
数
百
万

円
、
工
事
期
間
一
・
五
カ
月
）
等
で

 

貸 借 対 照 表 
 

        平成28年3月31日現在 

        （単位：円） 

 科目 当年度 前年度 増減 

 Ⅰ資産の部    

 流動資産    

 現金預金 5,901,843 4,980,831 921,012 

 未収金 522,586 485,931 36,655 

 仮払金 0 59,521 -59,521 

 前払金 126,942 32,919 94,023 

 預け金 4,000,000 0 4,000,000 

 流動資産合計  10,551,371 5,559,202 4,992,169 

 固定資産    

 基本財産    

 土地 592,500 592,500 0 

 建物 140,215,658 146,265,494 -6,049,836 

 定期預金 10,000,000 10,000,000 0 

 基本財産合計 150,808,158 156,857,994 -6,049,836 

 特定資産    

 建物再建特定積立資産 62,648,012 58,948,012 3,700,000 

 特定資産合計 62,648,012 58,948,012 3,700,000 

 その他固定資産合計 4,739,085 5,488,637 -749,552 

 固定資産合計 218,195,255 221,294,643 -3,099,388 

 資産合計 228,746,626 226,853,845 1,892,781 

     

 Ⅱ負債の部    

 流動負債    

 仮受金 0 19,807 -19,807 

 前受金 1,298,036 2,354,744 -1,056,708 

 未払金 1,016,552 1,573,373 -556,821 

 預り金 20,016 40,357 -20,341 

 入寮時預り金 660,000 690,000 -30,000 

 流動負債合計 2,994,604 4,678,281 -1,683,677 

 固定負債合計 0 0 0 

 負債合計 2,994,604 4,678,281 -1,683,677 

 
    

 Ⅲ正味財産の部    

 一般正味財産 225,752,022 222,175,564 3,576,458 

   （うち基本財産への充当額） 150,808,158 156,857,994 -6,049,836 

   （うち特定資産への充当額） 62,648,012 58,948,012 3,700,000 

 正味財産合計 225,752,022 222,175,564 3,576,458 

 負債及び正味財産合計 228,746,626 226,853,845 1,892,781 

 

 
 

理
事
会
・評
議
員
会
報
告 
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コ
ラ
ム 

俳
句
鑑
賞
の
手
引
き
（１
） 

 

俳
人
（学
寮
Ｏ
Ｂ
） 

岸
本
尚
毅 

 
 

 
 

 

学
寮
Ｏ
Ｂ
の
岸
本
と
申
し
ま
す
。
会
社
員
生
活
の
か
た
わ
ら
に
「俳
人
」

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
の
読
み
方
に
つ
い
て
、
や
さ
し

い
解
説
を
こ
こ
ろ
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

俳
句
と
い
え
ば
松
尾
芭
蕉
。
芭
蕉
と
い
え
ば
「古
池
」の
句
で
す
ね
。 

 
 

古
池
や
蛙
飛
び
込
む
水
の
音 

芭
蕉 

 

古
池
に
蛙
が
飛
び
込
ん
だ
。
ポ
チ
ャ
ン
。
以
上
終
わ
り
、
で
す
。
し
か
し

こ
の
句
を
よ
く
読
む
と
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
が
気
に
な
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、
古
池
に
飛
び
込
ん
だ
の
に
、
な
ぜ
「古
池
や
」な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

「古
池
に
蛙
飛
び
込
む
水
の
音
」で
は
一
応
、
俳
句
の
形
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
何
と
な
く
サ
マ
に
な
ら
な
い
。
「
古
池
に
」だ
と
、
文
脈
は
そ
の
ま
ま

「
飛
び
込
む
」に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
「
古
池
や
」
と
す
る
と
、

「や
」で
一
呼
吸
置
く
感
じ
に
な
り
ま
す
（俳
人
は
こ
れ
を
「切
れ
字
」と

か
「切
れ
」と
言
い
ま
す
）。
よ
う
す
る
に
「古
池
や
、
ふ
ー
む
。
古
い
池
が

一
体
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
」と
、
心
の
中
で
つ
ぶ
や
く
。
そ
し
て
お
も
む
ろ

に
読
み
下
す
と
「蛙
飛
び
込
む
水
の
音
」。
な
ー
ん
だ
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と

か
、
と
思
っ
て
ホ
ッ
と
す
る
。
口
元
に
か
す
か
な
微
笑
が
浮
か
ぶ
。 

 

川
柳
の
笑
い
は
、
ウ
フ
ッ
と
か
、
ア
ハ
ッ
と
か
、
は
っ
き
り
と
し
た
笑
い
で

す
。
と
こ
ろ
が
「古
池
や
」と
言
わ
れ
て
も
俳
句
は
面
白
く
も
な
ん
と
も

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
面
白
く
な
さ
そ
う
な
中
か
ら
、
ジ
ワ
ッ
と
湧
い
て
く

る
か
す
か
な
微
笑
が
、
俳
句
と
い
う
文
芸
の
本
質
な
の
で
は
な
い
か
。 

 

「古
池
や
」の
「や
」は
、
そ
の
「か
す
か
な
微
笑
」を
導
き
出
す
た
め
の
、

ち
ょ
っ
と
し
た
「溜
め
」あ
る
い
は
「間
」の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
、
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。
（続
く
） 

対
応
で
き
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

耐
震
化
工
事
は
建
物
全
体
の
補
修

工
事
も
含
め
て
六
〇
周
年
の
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
行
う
予
定
で

す
。 

（
３
）
登
戸
学
寮
創
立
六
〇
周
年
事

業 

創
立
六
〇
周
年
を
控
え
た
記
念

事
業
と
し
ま
し
て
は
、
耐
震
化
工
事

を
含
む
設
備
更
新
事
業
に
加
え
て
、

寮
生
の
国
際
活
動
、
留
学
生
の
支
援

も
含
む
寮
生
活
動
支
援
事
業
を
企

画
す
べ
く
、
現
時
点
で
は
募
金
目
標

額
三
〇
〇
〇
万
円
を
想
定
し
て
検

討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
本
件
は
今

後
募
金
計
画
書
の
作
成
と
発
起
人

の
お
願
い
を
経
て
具
体
化
を
計
画
致

し
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
を

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（理
事 

小
島
拓
人
・小
西
孝
蔵
） 

 
 

収支計算書 

                             平成 27年 4月 1日から平成 28年 3月 31日まで                       （単位：円） 

科目 予算額 a 決算額 b 差異 b-a H28予算額 

Ⅰ事業活動収支の部         

事業活動収入         

基本財産運用収入 45,000 3,338 -41,662 5,000 

基本財産受取利息収入 45,000 3,338 -41,662 5,000 

入寮費収入 1,950,000 2,250,000 300,000 1,350,000 

入 寮 費 収 入 1,950,000 2,250,000 300,000 1,350,000 

寮費収入 27,780,000 27,752,319 -27,681 26,700,000 

寮費収入(室料） 23,080,000 23,207,298 127,298 22,400,000 

寮費収入（食事代） 3,800,000 3,614,796 -185,204 3,500,000 

共益費等寮生徴収金 900,000 915,603 15,603 800,000 

短期宿泊料収入 0 14,622 14,622 0 

寄付金収入 2,495,000 2,823,000 478,000 2,500,000 

雑収入 355,000 247,090 -107,910 205,000 

事業活動収入計 32,625,000 33,075,747 450,747 30,760,000 
          

事業活動支出         

人件費 10,050,000 9,559,319 -490,681 9,000,000 

賄材料費 3,400,000 2,352,698 -1,047,302 3,100,000 

会議費、役員会雑費 350,000 329,597 -20,403 510,000 

寮生活動支援費 450,000 388,924 -61,076 550,000 

旅費交通費・車両費 530,000 352,290 -177,710 220,000 

通信運搬費 900,000 656,595 -243,405 600,000 

消耗品費 ・ 事務用品費 900,000 407,914 -492,086 400,000 

修繕費 ・ 什器備品費 1,200,000 978,133 -221,867 1,500,000 

方舟刊行・印刷費 300,000 202,165 -97,835 300,000 

講演会等諸雑費 120,000 161,730 41,730 120,000 

水道光熱費 3,250,000 2,847,859 -402,141 3,250,000 

広報費 1,200,000 656,876 -543,124 1,000,000 

図書新聞費 190,000 46,145 -143,855 140,000 

支払報酬料 1,720,000 897,154 -822,846 900,000 

災害保険料・防災費 800,000 1,799,731 999,731 700,000 

租税公課 350,000 350,260 260 350,000 

支払手数料・その他 1,970,000 712,511 -1,257,489 1,770,000 

事業活動支出計 27,680,000 22,699,901 -4,980,099 24,410,000 

事業活動収支差額 4,945,000 10,375,846 5,430,846 6,350,000 

Ⅱ投資活動収支の部         

投資活動収入 0 0 0 0 

投資活動支出 4,100,000 3,700,000 -400,000 4,100,000 

特定資産取得支出 3,700,000 3,700,000 0 3,700,000 

 建物再建特定積立資産取得支出 3,700,000 3,700,000 0 3,700,000 

固定資産取得支出 400,000 0 -400,000 400,000 

什器備品取得支出 400,000 0 -400,000 400,000 

投資活動収支差額 -4,100,000 -3,700,000 400,000 -4,100,000 
          

当期収支差額 845,000 6,675,846 5,830,846 2,250,000 

前期繰越収支差額 880,921 880,921 0 7,556,767 

次期繰越収支差額 1,725,921 7,556,767 5,830,846 9,806,767 
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こ
の
度
は
、
「登
戸
学
寮
ニ
ュ
ー
ス
」

の
創
刊
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
卒
寮

生
で
組
織
化
さ
れ
て
い
る
登
戸
学

寮
・
寮
友
会
の
会
長
に
私
が
就
任

し
て
か
ら
、
会
員
間
の
情
報
共
有

化
を
目
的
し
て
、
「寮
友
会
ニ
ュ
ー
ス
」

を
二
年
半
に
わ
た
っ
て
十
回
発
行

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

今
回
、
公
益
財
団
法
人
福
島 

穆
理
事
長
の
お
考
え
に
よ
っ
て
、
公

益
財
団
法
人
、
学
寮
、
寮
友
会
が

一
体
と
な
っ
た
広
報
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
「
登
戸
学
寮
ニ
ュ
ー
ス
」
が
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
に
、
心
よ
り
の
敬

意
を
表
し
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
新
メ
デ
ィ
ア
の
編
集

を
担
当
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

た
寮
長
に
は
、
こ
れ
か
ら
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
ま
で
「寮
友
会
ニ
ュ
ー
ス
」で
培

っ
て
き
た
卒
寮
生
間
の
情
報
共
有

化
は
こ
れ
か
ら
も
寮
友
会
に
と
っ

て
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。 

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
《
卒
寮

生
コ
メ
ン
ト
》
、
《
私
た
ち
は
同
県

人
で
す
》、
《同
期
生
消
息
》コ
ー
ナ

ー
は
こ
れ
か
ら
も
継
続
い
た
し
ま 

過
日
実
施
さ
れ
た
寮
友
会
役
員

会
で
、
卒
寮
生
か
ら
現
役
寮
生
に
対

す
る
「キ
ャ
リ
ア
情
報
提
供
」シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
関
す
る
議
論
を
重
ね

た
結
果
、
登
戸
学
寮
・
寮
友
会
と
し

て
寮
生
の
お
役
に
た
つ
新
し
い
『登
戸

学
寮
・
キ
ャ
リ
ア
情
報
提
供
制
度
』

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
の
で
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
ご
案

内
を
い
た
し
ま
す
。 

こ
の
制
度
は
、
卒
寮
生
の
皆
さ
ん

が
身
に
つ
け
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
情
報

と
し
て
の
専
門
的
知
識
（Ex

p
ertise

、

エ
キ
ス
パ
テ
ィ
ー
ズ
）
を
、
現
役
寮
生

の
学
業
（
論
文
等
作
成
）
や
就
職
活

動
（
企
業
・
業
界
の
研
究
）
へ
の
サ
ポ

ー
ト
に
活
用
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い

う
目
的
で
設
け
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

卒
寮
生
の
皆
さ
ん
に
以
下
二
点
の
協 

す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

第
一
点
は
時
間
と
能
力
の
許
す

範
囲
内
で
結
構
で
す
が
、
寮
生
の
論

文
や
就
活
等
に
役
立
つ
知
見
を
提

供
し
て
頂
く
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

第
二
点
は
、
寮
生
か
ら
直
接
に
照
会

メ
ー
ル
が
届
い
た
場
合
に
、
親
切
か

つ
適
切
に
対
応
し
て
頂
く
と
い
う
こ

と
で
す
。 

そ
れ
で
は
、
こ
の
制
度
を
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
運
用
す
る
か
に
つ
い

て
、
以
下
に
ご
説
明
い
た
し
ま
す

（注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
現

代
学
生
の
情
報
伝
達
手
段
は
メ
ー
ル

中
心
で
す
の
で
、
こ
の
制
度
は
メ
ー

ル
で
の
情
報
交
換
を
前
提
と
し
て
設

計
さ
れ
て
い
る
点
で
す
）。 

 

（１
）キ
ャ
リ
ア
情
報
を
提
供
い
た
だ

け
る
卒
寮
生
は
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア

情
報
を
寮
友
会
長
宛
て
に
メ
ー
ル
で

連
絡
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
「
学

歴
：
○
○
大
学
○
○
学
科
専
攻
○

○
」
、
「
職
歴
：
○
○
自
動
車
㈱
に

勤
務
。
現
在
○
○
技
術
振
興
会
顧

問
」
、
「
提
供
で
き
る
情
報
：
自
動

車
に
関
す
る
環
境
技
術
・環
境
規
制
、

自
動
車
業
界
に
関
す
る
情
報
」な
ど

と
、
こ
れ
は
記
入
例
と
し
て
一
例
で

す
が
、
専
門
性
を
分
か
り
や
す
く

簡
潔
に
記
し
て
く
だ
さ
い
。
記
名
を

忘
れ
ず
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
以
下
に

記
載
の
寮
友
会
長
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
に
送
信
し
て
く
だ
さ
い
（kan

ie- 

m
asah

ik
o
@

jco
m

.h
o
m

e.n
e.jp

）。 

（２
）寮
友
会
長
は
、
卒
寮
生
か
ら
受

け
取
っ
た
キ
ャ
リ
ア
情
報
と
氏
名
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
フ
ァ
イ
ル
し
、
情

報
漏
え
い
し
な
い
よ
う
細
心
の
注
意

を
払
い
一
括
管
理
を
し
ま
す
。 

（３
）一
方
、
卒
寮
生
か
ら
入
手
を
期

待
す
る
情
報
内
容
を
、
寮
生
か
ら
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
て
把
握
し
た
寮
長
は
、

  

ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寮
友
会
会
長 

蟹
江
雅
彦 

  
 

寮
友
会
よ
り 

 

『キ
ャ
リ
ア
情
報
提
供
制
度
』ご
案
内 
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そ
れ
に
関
す
る
キ
ャ
リ
ア
情
報
者
が

い
る
か
ど
う
か
を
寮
友
会
長
に
問
い

合
わ
せ
を
し
ま
す
。 

（
４
）
寮
長
か
ら
連
絡
を
受
け
た
寮

友
会
長
は
、
キ
ャ
リ
ア
情
報
登
録
者

の
中
に
適
格
者
が
い
る
か
ど
う
か
を

調
べ
ま
す
。
適
格
者
が
い
る
場
合
は
、

寮
友
会
長
は
該
当
卒
寮
生
に
メ
ー
ル

で
協
力
を
要
請
し
、
本
人
の
了
承
を

得
た
上
で
寮
長
に
該
当
卒
寮
生
の

氏
名
、
入
寮
年
次
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
知
ら
せ
し
ま
す
。
該
当
者
が
い

な
い
場
合
は
そ
の
旨
を
寮
長
に
回
答

を
し
ま
す
。 

（５
）寮
友
会
長
か
ら
キ
ャ
リ
ア
情
報

提
供
者
の
氏
名
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
受
け
た
寮
長
は
、
該
当
寮
生
に
情

報
を
提
供
し
ま
す
。
該
当
寮
生
は

登
録
キ
ャ
リ
ア
情
報
提
供
者
に
メ
ー

ル
で
直
接
連
絡
を
入
れ
、
自
分
の
希

望
を
伝
え
ま
す
。 

 

以
上
が
新
た
に
構
築
し
た
『登
戸

学
寮
・キ
ャ
リ
ア
情
報
提
供
制
度
』の

骨
子
で
す
。 

こ
の
制
度
の
ス
タ
ー
ト
は
、
本
紙

発
行
時
か
ら
で
す
。
こ
の
紙
面
を
読

ん
で
共
感
し
、
協
力
を
し
て
い
た
だ

け
る
卒
寮
生
は
、
す
ぐ
に
記
載
例
の

ご
と
く
、
キ
ャ
リ
ア
情
報
を
具
体
的

に
記
し
寮
友
会
長
あ
て
に
メ
ー
ル
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

昨
今
個
人
情
報
の
管
理
の
在
り

方
に
関
す
る
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
、
中
途
半
端
に
情
報
を

開
示
し
、
そ
れ
が
故
に
混
乱
を
も
た

ら
す
事
例
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
、
情
報

を
一
元
的
に
管
理
し
、
そ
れ
を
必
要

と
す
る
方
と
の
間
に
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

情
報
を
や
り
取
り
す
る
仕
組
み
が

必
要
と
な
り
ま
す
。 

今
回
の
『登
戸
学
寮
・キ
ャ
リ
ア
情

報
提
供
制
度
』
は
、
卒
寮
生
の
窓
口

を
寮
友
会
長
に
、
寮
生
の
窓
口
を
寮

長
に
一
元
化
し
て
い
る
点
が
特
徴
で

す
の
で
、
卒
寮
生
の
キ
ャ
リ
ア
情
報

お
よ
び
寮
生
が
取
得
を
希
望
し
て
い

る
情
報
は
一
切
開
示
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
下

さ
い
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
自
身
の

ビ
ジ
ネ
ス
等
に
寮
生
を
利
用
す
る
よ

う
な
こ
と
は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
純
粋
に
寮
生
の 

『
寮
友
会
ニ
ュ
ー
ス
』
の
二
〇
一
六

年
冬
号
と
春
号
で
は
、
卒
寮
生
の

「
近
況
」
を
写
真
付
き
で
お
届
け
す

る
「
卒
寮
生
コ
メ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
」
に

お
い
て
、
数
多
く
の
卒
寮
生
の
近
況

を
掲
載
し
ま
し
た
。 

紙
名
は
「
寮
友
会
ニ
ュ
ー
ス
」
か
ら

「
登
戸
学
寮
ニ
ュ
ー
ス
」
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
が
、
創
刊
号
で
あ
る
本
号
に

も
三
名
の
卒
寮
生
か
ら
投
稿
が
あ

り
ま
し
た
の
で
掲
載
し
ま
す
。 

ま
だ
投
稿
を
い
た
だ
い
て
い
な
い

登
戸
学
寮
卒
寮
生
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ

近
況
の
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。
文

字
数
は
二
〇
〇
字
か
ら
三
〇
〇
字

く
ら
い
で
、
そ
の
近
況
を
象
徴
す
る

写
真
が
あ
る
と
最
高
で
す
。 

役
に
立
つ
こ
と
を
目
的
に
し
た
制
度

で
す
の
で
、
自
分
の
た
め
で
な
く
寮

生
の
た
め
に
な
る
べ
く
対
応
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
点

を
重
ね
て
強
調
し
て
お
き
ま
す
。 

☯
高
木
謙
次
さ
ん
↓ 

（一
九
六
一
年
入
寮
、
千
葉
県
習
志

野
市
在
住
） 

 

 

 

「本
年
三
月
、
市
川
市
文
化
会
館

は
開
館
し
て
三
〇
周
年
、
そ
の
祝
い

の
折
、
感
謝
状
を
い
た
だ
い
た
。
開

館
し
て
一
年
を
経
た
こ
ろ
か
ら
会

議
室
を
「
市
川
聖
書
集
会
」
が
連
続

利
用
し
て
き
た
。
そ
の
こ
と
が
表
彰

さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

借
用
前
は
約
一
〇
年
、
自
宅
で

家
庭
集
会
を
開
い
て
い
た
。
登
戸

学
寮
三
代
目
の
寮
長
を
な
さ
っ
た

村
井
長
正
先
生
が
、
習
志
野
に
あ

る
日
大
生
産
工
学
部
の
学
生
と
近

く
の
幼
稚
園
を
会
場
と
し
て
聖
書

集
会
を
も
た
れ
て
い
た
が
、
閉
園

と
な
る
の
で
会
場
を
探
し
て
お
ら

れ
た
。
高
橋
三
郎
先
生
か
ら
高
木

君
と
協
同
で
集
会
を
さ
れ
た
ら
ど

う
か
と
打
診
さ
れ
、
即
刻
Ｏ
Ｋ
し

た
。 村

井
先
生
宅
に
打
ち
合
わ
せ
の

た
め
参
上
し
た
。
そ
の
折
、
先
生
は

祈
ら
れ
た
。
そ
れ
が
長
時
間
で
、

頭
が
重
く
な
り
、
首
が
耐
え
ら
れ

な
く
な
り
、
困
っ
た
な
あ
ー
、
と
思

っ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

先
生
は
大
学
の
務
め
も
終
え
、

高
齢
の
た
め
に
集
会
を
引
か
れ
る

ま
で
八
年
間
共
に
し
た
。 

先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
も
村

井
和
子
夫
人
は
、
参
加
さ
れ
て
私

ど
も
を
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

 

※ 

卒
寮
生
コ
メ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー 

※ 
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高
橋
寮
長
の
も
と
で
信
仰
を
学

び
、
村
井
寮
長
夫
妻
、
現
在
は
徳

光
猛
夫
妻
、
奈
良
良
一
夫
妻
な
ど

学
寮
関
係
者
と
協
同
し
て
継
続
し

て
い
る
」。 

 

☯
今
西
勝
裕
さ
ん
↓ 

（
一
九
六
五
年
入
寮
、
長
野
県
小
県

郡
青
木
村
在
住
） 

「朝
は
五
時
に
起
き
て
し
ま
う
。

今
朝
は
『
お
お
や
ま
れ
ん
げ
』が
咲

い
て
く
れ
た
。
標
高
一
六
〇
〇
米
。

朝
七
時
に
出
て
一
時
間
か
け
て
出

勤
。
夜
、
満
天
の
星
の
下
を
帰
宅
。 

身
体
、
精
神
に
障
害
を
持
つ
人

と
仕
事
を
三
〇
年
し
て
き
た
が
も

う
力
が
な
い
。
里
が
矢
野
君
に
近

く
九
州
に
帰
る
と
楽
し
み
だ
っ
た

が
、
急
遽
を
牛
見
君
か
ら
連
絡
あ

り
訪
ね
た
。
更
生
保
護
司
を
し
て

い
た
ら
し
い
。
激
務
だ
っ
た
よ
う

だ
。 父

の
戦
死
の
地
の
印
度
を
数
年

前
か
ら
毎
年
訪
ね
て
い
る
。
私
個

人
と
し
て
の
納
得
の
た
め
。 

趣
味
のV

io
la d

a g
am

b
a

を
夜 

中
に
森
の
中
で
一
人
弾
く
。
こ
ん

な
近
況
」。 

 

☯
古
角 

修
さ
ん
↓ 

（
一
九
六
七
年
入
寮
、
東
京
都
日
野

市
在
住
） 

 

 

  

「私
は
現
在
、
タ
カ
ナ
シ
乳
業
の
宅

配
シ
ョ
ッ
プ
を
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

商
売
を
始
め
て
一
七
年
に
な
り
ま

す
。
朝
の
三
時
頃
か
ら
七
時
頃
ま

で
の
間
に
、
予
め
契
約
を
し
て
い
る

お
客
様
宅
に
商
品
を
届
け
る
の
が

主
な
仕
事
で
す
。 

月
曜
か
ら
土
曜
日
ま
で
毎
日

「
軽
」
で
配
達
し
ま
す
。
そ
の
他
に

月
末
に
は
集
金
の
仕
事
が
あ
り
ま

す
。
が
、
こ
れ
は
運
動
を
兼
ね
て
主

に
自
転
車
で
回
っ
て
い
ま
す
。 

健
康
で
な
い
と
出
来
な
い
仕
事 

 

本
号
は
青
森
県
（
四
名
）
と
静
岡

県
に
お
住
ま
い
の
卒
寮
生
（一
二
名
）

を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 ❀
青
森
県
の
巻
❀ 

☯
一
九
八
六
年
入
寮 

 
 

今
井
正
浩
さ
ん 

弘
前
市 

☯
一
九
九
四
年
入
寮 

 
 

島
津 

信
さ
ん 

青
森
市 

☯
二
〇
〇
五
年
入
寮 

 
 

中
田
隆
昭
さ
ん 

弘
前
市 

☯
二
〇
〇
七
年
入
寮 

 
  

小
森
田
真
悟
さ
ん 
十
和
田
市 

 

❀
静
岡
県
の
巻
❀ 

☯
一
九
五
八
年
入
寮 

  
 

岩
谷
三
四
郎
さ
ん 

田
方
郡
函
南
町 

 

で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
点
は
問

題
が
な
い
の
で
、
当
分
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
」 

 ☯
一
九
六
二
年
入
寮 

 
 

興
津
修
司
さ
ん 

藤
枝
市 

☯
一
九
六
三
年
入
寮 

 
 

大
久
保
武
輝
さ
ん 

静
岡
市
清
水
区 

☯
一
九
六
六
年
入
寮 

 
 

杉
本 

昴
さ
ん 

静
岡
市
葵
区 

☯
一
九
六
六
年
入
寮 

 
 

望
月 

昭
さ
ん 

静
岡
市
駿
河
区 

☯
一
九
七
四
年
入
寮 

 
 

酒
井
英
俊
さ
ん 

静
岡
市
葵
区 

☯
一
九
七
六
年
入
寮 

 
 

加
藤
忠
義
さ
ん 

駿
東
郡
長
泉
町 

☯
一
九
七
七
年
入
寮 

 
 

本
田
誠
治
さ
ん 

静
岡
市
葵
区 

☯
一
九
八
六
年
入
寮 

 
 

三
島 

昌
さ
ん 

磐
田
市 

☯
一
九
九
二
年
入
寮 

 
 

安
達
和
彦
さ
ん 

藤
枝
市 

☯
二
〇
〇
〇
年
入
寮 

 
 

田
中
博
晃
さ
ん 

静
岡
市
葵
区 

☯
二
〇
〇
七
年
入
寮 

 
 

山
崎 

啓
さ
ん 

静
岡
市
葵
区 

  

■ 

同
期
生
消
息 

  
 

（一
九
六
八
年
入
寮
） 

■ 
 

本
号
は
、
登
戸
学
寮
の
一
一
期
生

の
方
々
の
消
息
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

●
寮
友
会
一
一
期
生
会
員
の
消
息 

☯
陣
内
耕
也
さ
ん 佐

賀
県
神
埼
市
在
住 

☯
四
方
田
文
夫
さ
ん 

兵
庫
県
神
戸
市
在
住 

☯
石
原
能
行
さ
ん 千

葉
県
浦
安
市
在
住 

☯
大
隈
光
典
さ
ん 大

分
県
中
津
市
在
住 

☯
岡
崎
新
太
郎
さ
ん 

山
口
県
下
関
市
在
住 

☯
桂 

秀
次
郎
さ
ん 

広
島
県
広
島
市
在
住 

☯
北
爪
文
義
さ
ん 新

潟
県
新
潟
市
在
住 

 

■ 

私
た
ち
は
同
県
人
で
す 

■ 
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寮
友
会
総
会
の
ご
案
内 

☯
小
田
部
哲
也
さ
ん 

東
京
都
小
金
井
市
在
住 

☯
小
田
部 
裕
さ
ん 

東
京
都
小
金
井
市
在  

●
入
寮
年
時
寮
長 

村
井
長
正
先
生 

  

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
全
て
寮
友

会
名
簿
に
基
づ
い
て
お
り
ま
す
が
、

必
ず
し
も
事
実
が
正
確
に
記
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

間
違
い
を
見
つ
け
た
方
は
、
寮
友
会

会
長
に
ご
一
報
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
一
九
六
八
（昭
和
42
）年
の
主
な 

 
 

出
来
事 

一
月
九
日 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ

ラ
ソ
ン
で
銅
メ
ダ
ル
の
円
谷
幸
吉
、

「も
う
走
れ
ま
せ
ん
」
と
遺
書
を

残
し
て
自
殺
。 

二
月
二
六
日 

成
田
市
で
新
空
港
反

対
に
よ
る
成
田
闘
争
が
本
格

化
。 

二
月 

大
塚
食
品
工
業
か
ら
「
ボ
ン

カ
レ
ー
」新
発
売
。 

 

 

三
月
一
六
日 

南
ベ
ト
ナ
ム
の
ソ
ン
ミ

村
で
米
軍
に
よ
る
村
民
虐
殺
事

件
が
起
き
る
。 

四
月
四
日 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
黒

人
公
民
権
指
導
者
の
マ
ー
チ
ン
・

ル
ー
サ
ー
・キ
ン
グ
牧
師
が
狙
撃

さ
れ
て
死
亡
。 

 

 

 

四
月
一
八
日 

日
本
一
の
っ
ぽ
の
三

六
階
建
て
の
霞
が
関
ビ
ル
が
竣

工
。 

六
月
六
日 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統

領
候
補
の
ロ
バ
ー
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ

が
狙
撃
さ
れ
死
亡
。 

八
月
八
日 

和
田
寿
郎
札
幌
医
大
教

授
、
日
本
初
の
心
臓
移
植
手
術

を
行
う
。 

一
〇
月
一
二
日 

メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
。 

 

 

 

一
〇
月
一
七
日 

川
端
康
成
、
ノ
ー

ベ
ル
文
学
賞
受
賞
が
決
定
。 

一
一
月
六
日 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

大
統
領
選
挙
で
ニ
ク
ソ
ン
当
選
。 

一
二
月
一
〇
日 

東
京
都
府
中
市
で

三
億
円
強
奪
事
件
が
発
生
。 

 

 

一
二
月
二
四
日 

米
宇
宙
船
ア
ポ
ロ

八
号
、
初
の
有
人
月
周
回
飛
行 

   

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
寮
友
会

総
会
で
す
が
、
本
年
は
十
一
月
二

十
六
日
（土
）十
一
時
か
ら
に
登
戸

学
寮
で
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
さ
ん
に
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。 

 

昨
年
ま
で
、
総
会
終
了
後
に
寮

友
会
主
催
交
流
会
を
実
施
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
本
年
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。 

 

こ
れ
に
代
わ
っ
て
、
当
日
の
午
後

に
同
じ
登
戸
学
寮
に
て
Ｈ
Ｃ
Ｄ
《ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
》
イ
ベ
ン
ト
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
登

戸
学
寮
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

 

寮
友
会
総
会
で
の
審
議
事
項
は
、 

・一
号
議
案 

前
年
度
事
業
報
告
、 

・
二
号
議
案 

前
年
度
決
算
お
よ

び
監
査
報
告
、 

に
成
功
し
、
月
面
を
テ
レ
ビ
放
送
。 

   

   

・三
号
議
案 

新
年
度
役
員
選
出
、 

・四
号
議
案 

新
年
度
事
業
計
画
、 

・五
号
議
案 

新
年
度
予
算
、 

の
五
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

全
て
の
議
案
に
関
し
て
は
、
総
会

当
日
に
資
料
を
配
布
し
ま
す
。 

 

な
お
、
総
会
及
び
Ｈ
Ｃ
Ｄ
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
十
月
初
旬
に
卒
寮
生

各
位
に
再
度
案
内
文
書
を
お
届
け

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
が
、

取
り
急
ぎ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
に
予
定

を
記
入
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら

幸
い
で
す
。  

 
 
 

（蟹
江
雅
彦
） 



（10） 

 

 

 

 

入寮のご案内 
 

登戸学寮では入寮をご希望される方を随時受け付けています。 

入寮をご希望される方、検討されている方は、お気軽に以下のお問い合わせ先ま

でご連絡ください。 

なお定員を満たした場合には、受付を締め切らせていただきますのでご了承願い

ます。 

 ・電話でのご相談（11:00～20:00）：044-933-0819 

 ・メールでのご相談：noborito@gakuryo.or.jp 

学寮ホームページ（アドレス、http://gakuryo.or.jp/）もご参考ください。 
 
 初期費用 

内 訳 金  額（備  考） 

入寮費 
１５万円 

（入寮時のみ。契約更新手数料はありません） 

預り金 
３万円 

（退寮時の清掃費・補修代。精算し余剰金がある場合は返金） 

  
 寮費 

1ｹ月の費用 

男子寮Aタイプ 

広さ 約 5.4畳 

部屋数 18室  

男子寮 Bタイプ 

広さ 7.8畳 

部屋数 6室 

女子寮 

広さ 6.2畳 

部屋数 15室 

住居費 55,500円 58,500円 60,500円 

食費（朝・夕） 
13,500円（日曜は夕食なし、祝日・閉寮期間（注 1） 

      の食事はありません） 

共益費 2,300円（水道・ガス、および共用施設の費用） 

合 計 71,300円 74,300円 76,300円 

その他実費 
個室の電気代実費  

乾燥機の使用料=1回につき 100円 

 

（注 1）閉寮期間は年度によって異なります              

2016年度は 夏期：8月 1日～9月 10日  

          冬期：12月 23日～1月 5日 

          春期：学期末～次年度初め 

 

ご
案
内 

  

一
一
月
二
六
日
（
土
）
午
後
、
登

戸
学
寮
に
て
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

皆
さ
ま
に
有
意
義
で
楽
し
い
時

間
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、

今
年
は
若
手
Ｏ
Ｂ
が
中
心
と
な
り

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
先
輩
・後

輩
・同
期
の
皆
さ
ま
を
お
誘
い
の
上
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
【関
連
記

事
11
頁
】 

（理
事 

織
田
千
尋
） 

  

長
ら
く
作
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
拙
訳
書
『旧
約
新
約 

聖
書

神
学
事
典
』
（
Ａ
・
ベ
ル
レ
ユ
ン
グ
／

Ｃ
・
フ
レ
ー
フ
ェ
ル
編
）
が
、
年
内
に

教
文
館
よ
り
刊
行
の
予
定
で
す
。 

 

ま
た
山
川
出
版
社
よ
り
近
刊
予

定
の
『
名
著
で
読
む
世
界
史
一
二

〇
』
に
て
、
「
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
」

の
項
を
執
筆
し
て
お
り
ま
す
。
ご

高
覧
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で

す
。  

 
 
 
 
 
 
 

（山
吉
智
久
）  

mailto:noborito@gakuryo.or.jp

